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災害対策について

補助金について

土地開発公社について

市役所窓口のあり方について

公金の効率的な徴収について

中国の「資源ゴミ輸入禁止」施行による、本市の
リサイクル制度への影響について

森林環境税（仮称）導入後の対策について

下宿築城地区交差点の改善について

企業誘致の推進について

新幹線駅周辺整備について

熱中症対策について

災害対策について

福祉問題について

防災対策について

子育て支援について

学校教育について

自然災害の対策について

市内の道路の維持管理について

防災対策について

教育行政について

防災について

観光問題について

障がい者雇用について

教育問題について

災害対策について

高齢者福祉施策について

防災と復興復旧について

県道嬉野下宿塩田線の進捗について

吉田公民館の今後について
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発言
順番

議席
番号

質問者氏名 質　　問　　事　　項　　及　　び　　要　　旨 頁番号

7月の豪雨対策及び被害状況について

農業振興について

地域おこし協力隊の活用について

事業の継続の中止について

百年桜の要望書の対応について

チャオシルの運営について

電子自治体の推進について

障がい者雇用について

各種証明書のコンビニ交付につて

県立高校新入試制度について

防災について

チャオシルについて

農業について

うれしの茶振興策について

医療センター跡地利用について

うれしの茶交流館（チャオシル）の利活用につい
て

児童・生徒の通学道路の整備について

嬉野温泉バスセンターの再開発について

医療センター跡地の活用について

防災対策について

防災について

子育て支援について

学童保育について

家族介護支援対策事業について

西日本豪雨災害について

部活動および少年スポーツにおける現状について

国際交流事業について

9月7日 山口政人、森田明彦、山口卓也、芦塚典子、川内聖二

9月10日 諸井義人、山口忠孝、諸上栄大、辻浩一、山下芳郎

9月11日 梶原睦也、山口虎太郎、宮﨑一德、増田朝子、宮﨑良平

11 15 梶原　睦也 14

12 4 山口　虎太郎 15

13 5 宮﨑　一德 16

14 8 増田　朝子 18

15 6 宮﨑　良平 19

一　般
質　問
日　程

10 12 山下　芳郎 12



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 30 年 8 月 23 日

通告者( 議席番号 13 番) 山 口 政 人

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．１

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市 長

教育長

市 長

市 長

災害対策について

補助金について

土地開発公社について

７月６日の豪雨災害について

① 避難所の設備、避難指示は適切であったか

② ため池の緊急点検は実施したのか。また、日頃から

点検を行っているか

③ ダム放流は適切だったか

④ 塩田川の樹木の伐採はできないか、また、潟土の浚

渫はどうか

⑤ 避難所である市内小中学校の体育館に冷暖房の設置

はできないか

市単独補助金について、見直しの計画はあるか

公社が保有している土地の買い戻しの時期は



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 30年 8月 23日

通告者( 議席番号 9 番) 森 田 明 彦

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．1
質問の相

手

質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市 長

市 長

教育長

市 長

市 長

市 長

市役所窓口のあり方につ

いて

公金の効率的な徴収につ

いて

中国の「資源ゴミ輸入禁

止」施行による、本市の

リサイクル制度への影響

について

森林環境税（仮称）導入

後の対策について

下宿築城地区交差点の改

善について

① 両庁舎とも、市民課において各種相談への総合的な

案内対応が出来ているか伺う

② 「嬉野庁舎」2階に用件がある方が、高齢で足が不
自由なため、階段を上れず困られた事例を聞く。こ

の様な時の対応はどうしているか。

① 徴収担当職員の各課での配置現況〈人数含む〉を伺

う。

② 各課横断した取り組み、さらに、地域を限定した徴

収担当の配置が効率的と考えるが、如何か。

「リサイクル制度崩壊」と言える事態だが、本市での現

状認識と今後の対応策を検討されているか伺う。

現状の認識と導入後の計画等を伺う。

国道 34号と嬉野中学校へ向けた市道への交差点は以
前から出会い頭の事故が多い。また、市道は狭く、車の

離合も困難である。

医療センターの移転、新幹線駅の開業を控え、改善が

なされるべき場所と考えるが認識は如何か。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 30 年 8 月 23 日

通告者( 議席番号１番) 山 口 卓 也

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．１

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

市長

市長

教育長

企業誘致の推進について

新幹線駅周辺整備について

熱中症対策について

①企業誘致ビル整備の進捗状況はいかがか。

②整備後、進出企業が見つかるまで空室となる場合を想定し、

空室の有効活用を検討しているか。

③企業誘致担当部署の組織強化が必要と考えるが、いかがか。

①駅周辺の整備は「嬉野温泉駅周辺まちづくり委員会からの提

言書」（以下、提言書）に基づき計画されていくものと理解して

よいか。（市独自の具体的な整備計画が示されていないが、第２

次総合計画に“提言書を基にする”との記載がある）

②提言書は平成 28年 3月のものであるが、新市長の意向や昨今

の新幹線整備の動向により、駅周辺の整備計画に変更等はある

か。

③整備にかかる費用を十分に確保できる見込みはあるか。

④提言書にある、“駅前賑わい交流センター”は市が建設すると

されているが、内容をどのように考えているか。

⑤提言書では店舗等の建物は民間事業者が整備・運営するとさ

れているが、整備までの進捗状況は順調か。

⑥提言書で示されているように、駅周辺の新たな観光拠点の整

備（駅周辺整備）のみならず、温泉街の魅力向上や周辺の観光

拠点の充実が欠かせないが、それらの施策はどうするか。

⑦市民の機運を高めるために、鉄道事業者と連携し、開業前に

新幹線関連施設の見学ツアーを実施してはどうか。（高架の上や

駅ホームなど）

①塩田中学校施設は熱気がこもりやすい構造になっていると聞

くが、空調の改善策が必要ではないか。

②塩田中央公園に日よけできる環境を整備する必要はないか。



通告者( 議席番号 1番) 山 口 卓 也

Ｎｏ．２

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長 災害対策について ①災害時の情報提供の強化のために、防災メールの利用者増や

SNS 等の活用などが望まれているが、今後の災害に係る情報発

信の対策を伺う。

②洪水ハザードマップについて、全戸配布や市報（見開きペー

ジ）などで改めて周知する必要があると考えるが、今後の対応

を伺う。

③災害被害箇所において、市による復旧対応がなされない被害

箇所の復旧をどうしていけばよいと考えているか。農業用施設

整備事業の拡充が望まれているが、対応はできないか。

④７月６日の豪雨により、塩田庁舎前交差点付近が冠水し、県

道 346 号（嬉野下宿塩田線）が迂回路となったが、南下地区で

も冠水しており、道路面が見えない箇所において自動車の脱輪

事故があり、大変だったと聞いている。

市内各地での水害時に起こり得る事故等を想定した対策を講じ

ていくべきと考えるが、今後の対応を伺う。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成３０ 年 ８月 ２３日

通告者( 議席番号１４ 番) 芦塚 典子

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．１

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

市長

市長

市長・教育

長

福祉問題について

防災対策について

子育て支援について

学校教育について

高齢者社会への対応について

➀市の高齢者人口、高齢化率は今後どのように推移していくか。

②高齢者の運転免許証自主返納に対する支援並びに対策はどの

ように図られるか。

③高齢者の交通手段に対してどのように対策を考えているか。

④福祉バスまたはコミュニティバス等の運行を早急に求める声

が多いが、市としての計画はどのようになっているか。

⑤老人クラブへの加入状況を伺う。また加入減少がみられると

「議員とかたろう会」での状況説明であったが、加入増加へ

の対策等考えておられるか。

７月６日の豪雨災害について伺う。

➀被害状況と対策並びに財政措置を伺う。

②ダムの放流状況を伺う。

③防災無線での避難指示の放送のあった河川の決壊恐れの箇所

とその後の対策はどのようになっているか。

④避難場所は地域住民に周知されたか。

⑤避難場所での対応はどのようであったか。

⑥防災備蓄倉庫はどのように活用されたか。

⑦高齢者・要介護者の把握はできているか。また地区での避難

訓練等の要望があるが、計画はあるか。

子育て支援のために、佐賀県が子育て支援のアプリの普及に力を

いれているが、当市でも子育て中の両親の育児や家事代行に手助

けができるアプリの普及に力を入れることができないか。

今年度の全国学力テストの市内学校の状況について

➀市内の小学生・中学生の学力の状況を伺う。

②生活習慣や学習環境等に関する意識調査の結果に対してどの

ように対応していかれるのか伺う。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 ３０年 ８月 ２３日

通告者( 議席番号 ７ 番) 川 内 聖 二

嬉野市議会議長 様

記 Ｎｏ．１

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市 長

市 長

自然災害の対策について

市内の道路の維持管理につ

いて

九州では、この数年の間で熊本地震や九州北部豪雨、そして、

今年の西日本豪雨と想定以上の大規模の地震や豪雨の自然災害

が起きている。このような災害が起きる度に、たくさんの方々

が被災され尊い命も奪われている。このような状況を少しでも

無くすため災害対策について、いくつか伺う。

① 先日の西日本豪雨では、たくさんの市民が避難されたと思

うが、現在、制定されてあるハザードマップで対応できた

かを伺う。

② 危険が想定される地域の状況を把握されていると思うが、

これまでに対応ができていない理由を伺う。

③ 今回の西日本豪雨は、国より激甚災害指定を受けたが、ど

のような災害まで対応できるのかを伺う。

市内には市道が約６０８路線と関連する県道が約１４路線あ

るが、市内の道路の維持管理について伺う。

① これらの道路は管理者が管理をすると思うが、道路の規制

等の指示も管理者ができるのかを伺う。

② 市道並び県道の除草作業等について伺う。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 30 年 8 月 23 日

通告者( 議席番号 ３ 番) 諸 井 義 人

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．1
質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市 長

市 長

教育長

防災対策について

教育行政について

昨年の北部九州を襲った豪雨、今年の西日本豪雨と毎年のよう

に起こる異常気象。今年は嬉野市においても危機一髪であった。

当市の防災対策は大丈夫か伺う。

① ハザードマップについて

② 避難行動計画について

③ 自主防災組織について

今年の夏は、嬉野市においても最高気温を記録した。他県にお

いては教育活動中に熱中症で倒れ死亡するという痛ましい事故

が発生した。

１．嬉野市においての猛暑酷暑における対策について伺う

① 熱中症対策はどのように行われているか

② 各学校に設置されている空調機器（エアコン）は、適正に

運用されているか

③ 部活動における対策はどうなっているか

④ 学校行事における対策はどうか

２．児童生徒減少による影響について伺う

① 市内の小学校において単学級が多くみられるが今後の推移

はどうか

② 学級減に伴い教員定数も減ることになっているが、その影

響はどうか

③ 中学校の部活動について



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 30年 8月 23日

通告者（議席番号 11番） 山口 忠孝

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．1
質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

市長

市長

防災について

観光問題について

障がい者雇用について

7月 6日の豪雨は、ある面では防災の在り方のいい教訓にな
ったのでないかと思う。そこで今後の取り組みについて伺う。

1 今回の豪雨の被害把握状況は。

2 災害対策本部が設置されたが、両庁舎でどのような体制をと

られたのか。また、その連携はうまく機能したのか。

3 避難勧告から避難指示を出されたが、避難所の開設や避難者

への対応などはうまく行われたのか。また、各地区の避難所に

は問題はなかったか。

① 7月25日に市公会堂で行われたインバウンド意見交換会で
中村好明氏の講演やディスカッションに参加されたと思うが、

どのように感じられたか。

② バリアフリーツアーセンターを持つ嬉野市はオリパラ東京

大会のホストタウンとして名乗りを挙げておられるが、その効

果はどうなのか。また、どのような誘致活動を行っているのか。

③ 嬉野温泉本通りの一方通行社会実験について、地元説明会

が 8月 20日に開催されたと思うが、どのような内容だったの
か。

④ 嬉野デザインウィークの内容は決まったのか。

⑤ まち歩きの観光案内板に外国語表記を増やすべきではない

か。

昨年の 9月議会でこの問題について質問したが、今年度市職
員においてはどのような状況になっているのか。



通告者（議席番号 11番） 山口 忠孝

Ｎｏ．２

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

教育長

市長

教育問題について ①市内の学校図書の購入はどのような状況か。

②将来導入されるプログラミング教育の内容はどのようもの

か。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 30年 8月 23日

通告者( 議席番号 2番) 諸上 栄大

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．１

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

市長

災害対策について

高齢者福祉施策について

１：先月発生した豪雨災害に関して、避難状況や避難所等につ

いて、また、災害時対策について伺う。

① 今回の災害で開設された避難所の場所及び、避難者の人

数は何人か。

② 要介護者、障がい者等の避難場所や避難誘導方法につい

てはどのようになっているのか。

③ 嬉野市には、災害に備えて備蓄倉庫があるが、備蓄物品

の内容や量について伺う。

④ いつ発生するか分からない災害に対して、今後どのよう

に考えていくのか。

１：認知症高齢者施策関係に関して伺う。

① 現在、嬉野市において認知症高齢者と判断されている方

は何人いるか。

② 認知症サポーターの養成が行われているが、現在サポー

ターの人数や活動などはいかがか。

③ 認知症対策の体制整備について、取り組み状況や現状の

課題など、どのように考えるか。

２：養護老人ホームについて伺う。

① 嬉野市にも、養護老人ホームが 1か所あるが、全国的に
養護老人ホームの空床が問題視されている中で、市長は

この問題をどのように考えているのか。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 ３０ 年 ８ 月 ２３ 日

通告者( 議席番号 １０ 番) 辻 浩 一

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．１

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

市長

教育長

市長

防災と復興復旧について

県道嬉野下宿塩田線の進捗

について

吉田公民館の今後について

今年も西日本を中心とした豪雨災害が発生した事を踏まえ

次のことを伺う。

① 異常気象と言われた今般の状況をどうとらえているか。

② 避難情報の発令の現状を伺う。

③ 今回、市内の避難の状況をどうとらえているのか。

④ 災害が発生した場合、復興復旧に必要なことは何か。

⑤ 仮設住宅等が必要な場合の手順は何か。

⑥ 公的防災工事に採択されない箇所の手立ては考えられない

か。

⑦ 手立てをすることにより人口流出防止・定住に繋がるので

はないか。

① 嬉野下宿塩田線の進捗と供用開始時期について伺う。

② 通学路として考えているのか。

③ 通学路指定についての条件は何か。

① 耐用年数はどうなっているのか。

② 耐震診断はクリアしているのか。

③ ユニバーサルデザインについてはどうするのか。

④ 吉田公民館のあり方について今後の方針を伺う。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 ３０年 ８月 ２７日

通告者( 議席番号 １２ 番) 山 下 芳 郎

嬉野市議会議長 様

記 Ｎｏ．１

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

教育長

市長

農業委員会

市長

7月の豪雨対策及び被害状況に

ついて

農業振興について

地域おこし協力隊の活用につい

て

①市内全体の被害状況と対応はどうであったか。

②対策本部、避難所の対応はどうであったか。

③被害調査及び物資支援等にドローンの活用は考えられないか。

④タブレットで情報の一元化を図るべきではないか。

⑤備蓄倉庫の物資内容を市民に見えるよう表示すべきではないか。

⑥市民への防災の啓発活動の推進はどう進めるのか。

①農業次世代人材投資資金事業（旧青年就農給付金）の活用状況は。

②農地法改正に伴う農地取得の5反要件の緩和をアピールし、農業振

興及び定住促進を推進している自治体も多いが、本市の考えはど

うか。

③農業振興団地を造成し、儲かる農業振興の計画はないか。

④荒廃茶園の伐根の補助ができないか。

⑤6次産業化へつながるアドバイスまた、助成が考えられないか。

⑥「さが未来スイッチ交付金」の継続及び新たな取り組みとして

中山間地区に対する助成を県へ上申できないか。

①現状の地域おこし協力隊はどう活用されているか。

②周辺部の中山間地区での活用はできないか。

③隊員の意見は反映しているのか。



通告者( 議席番号 １２ 番) 山 下 芳 郎

Ｎｏ．２

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

市長

市長

市長

教育長

事業の継続の中止について

百年桜の要望書の対応につ

いて

チャオシルの運営について

電子自治体の推進について

④人数を増やす意向はないか。

①九州フラフェスティバル及びリレーマラソンの継続をしない

理由を改めて伺う。

②その他に継続を中止した事業はあるか。

③観光素材の育成をどう考えるか。

今年の１月に提出された百年桜の見学者への対応について

の吉田地区からの要望書はどうなったか。

①入場料無料とした事業計画及び収支計画の説明を伺う。

②入場料無料にして来客の評価は如何か。

③これからの運営方針を伺う。

④嬉野茶を含め市内の産業の総合的な情報及び交流・物流の発

信の場として活かせないか。

⑤指定管理の予定はあるのか。

⑥公設民営により運営する考えはないか。

①第二次行財政改革大綱に掲げていた電子自治体の推進に

ついての進捗状況を聞く。

②電子決裁はどうなっているか。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 30 年 8 月 28 日

通告者( 議席番号 15 番) 梶 原 睦 也

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．１

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨 （具体的に）

市 長

市 長

教育長

障がい者雇用について

各種証明書のコンビニ交

付につて

県立高校新入試制度につ

いて

平成２８年に障害者雇用促進法が改正されたが、その後

の現状と課題は。

① 法定雇用率は維持されているのか。（公共・民間について）

② 職場環境の改善（ユニバーサルデザインの推進）へ

の取り組みは

③ 就労移行支援事業所との連携の必要性はどう考えている

か。

④ 本市における就労継続支援事業の実態について伺う。

平成２５年４月より障害者優先調達推進法が施行され

ているが、本市における調達状況を伺う。

職場での障がい者に対する虐待防止についての考えを

伺う。

住民票や印鑑登録証明書等がいつでもどこでも受け取

れ、市民にとって大いに利便性のあるコンビニ交付サー

ビスを取り入れる考えはないか。

これまで２月に行われていた特色選抜試験Ａ方式を３

月の一般選抜試験と統合する新制度については、対象者

の不安も大きい。不安解消の方策と周知徹底について伺

う。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 30年 8月 28日

通告者( 議席番号 4 番) 山口虎太郎

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．1
質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

市長

市長

市長

市長

防災について

チャオシルについて

農業について

うれしの茶振興策について

医療センター跡地利用につ

いて

①7月の豪雨被害の復旧状況はどうなっているか伺う。

②避難指示放送における高齢者対策を伺う。

現在の利用状況及び取組みを伺う。

豪雨から干ばつと厳しい今年、市の振興策はどう取り組まれて

いるのか伺う。

6月議会の一般質問で質問した生産者・茶商・JA・行政の協議
会はどうするのか伺う。

今年の１月に行われたサウンディング型市場調査の結果を受

け、活用方法について市の考えを伺う。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 ３０年 ８月 ２９日

通告者( 議席番号 ５ 番) 宮 﨑 一 德

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．1
質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市 長

市 長

教育長

市 長

うれしの茶交流館（チャオシ

ル）の利活用について

児童・生徒の通学道路の整備

について

嬉野温泉バスセンターの再

開発について

１ ７月以降の入館料無料後の入館者数は。

２ 同じく各種体験料収入の状況は。

３ 集客拡大対策として２回の「チャオシルマーケット」を開

催しているが成果はどうか。また、お客様の反応はどうか。

４ 今後の集客拡大対策としてどのようなことを考えられてい

るのか。

５ 問題点・課題としてどのようなことがあるのか。

６ 嬉野市所有の隣接土地が２千平方メートルあると聞くが活

用方法は。

７ 広い駐車スペースを活用する方法は考えられているのか。

８ 轟の滝公園と繋がる観光スポットとしての活用は考えられ

ているのか。

９ 収支計画を達成することはできるのか。

１ 通学道路等での危険性がある場所の把握はどうのようにさ

れているのか。

２ 危険度に応じた整備の優先順位に関する基準は設けられて

いるのか。

嬉野温泉バスセンターの再開発構想は考えられているのか。



通告者( 議席番号 ５ 番) 宮 﨑 一 德

Ｎｏ．2
質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市 長

市 長

医療センター跡地の活用に

ついて

防災対策について

医療センター跡地の利用はどのように考えられているのか。

１ 今回の豪雨災害での対応の問題点・課題は何か。

２ 避難指示・勧告の発令の基準は。

３ 今回の豪雨での自主避難者は、食料・毛布等の持参はでき

ていたか。

４ 非常時のための市保有の備蓄品等（毛布、衣類、日用品、

食料、水、照明、ラジオ、テレビ、冷暖房等）の状況は。

５ 開設する避難所は災害の状況により変わるのか。

６ 区長、民生委員、消防が連携した自主防災組織の構築が急

がれるのではないか。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 30 年 8 月 29 日

通告者( 議席番号 8 番) 増田 朝子

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．１

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

市長

市長

市長

防災について

子育て支援について

学童保育について

家族介護支援対策事業に

ついて

本年 7月の「西日本豪雨」について
① 今回の集中豪雨を受けて、対策本部長としての所感を伺う。

② 避難指示が発令され、全職員挙げての災害対応であったが、避

難場所の設置等を含め、検証と対応を伺う。

③ 避難所の選定と避難所の環境整備について伺う。

１、6月議会において質問したが、求職活動中の保育所利用要件
について伺う。

① ハローワークでの求職活動が月 13日必要な根拠を再度伺
う。

② 6月議会以降、検証されたか。
③ 現在の要件を見直し、求職活動中の保育所利用要件の緩

和ができないか。

２、母子健康手帳の交付手続きについて

① 現況を伺う。

② 交付手続き受付日・受付時間の拡充はできないか。

嬉野小学校に 4教室、久間小学校に 2教室、学童保育の専用教
室が新設の予定である。そこで以下について伺う。

① 現在の進捗状況を伺う。

② 平成 28年度に五町田小学校学童クラブ室が新設され
たが、現場の声を聞かれたか。

③ 今後のスケジュールは。

高齢化とともに老老介護が増えている中で、家族介護支援が重

要になってくる。そこで以下について伺う。

① 年々利用者が減ってきているが、対策としてどのように考

えるか。

② 昨年の６月議会でも提案したが、定期的な送迎付きサロン

の開催による支援はできないか。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 30 年 8月 29日

通告者( 議席番号 6 番) 宮﨑 良平

嬉野市議会議長 様

記

ＮＯ １

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨 （具体的に）

市長

市長

教育長

市長

西日本豪雨災害について

部活動および少年スポーツ

における現状について

国際交流事業について

1.西日本豪雨災害における災害件数と今後の対策及び、復旧に

向けた激甚災害指定等の現況について伺う。

2.西日本豪雨災害時の市の対応において問題点及び反省点があ

るか。また今後の課題について伺う。

全国的に少子化の流れに歯止めがきかない現況の中、その余波

は当然部活動及び少年スポーツの運営においても厳しいものが

ある。わが市における部活動及び少年スポーツの現況と課題点、

問題点等を伺う。

1. 昨年度まで予算化されてきた中国遼寧省との国際交流事業

においての実績及び効果を伺う。

2. 今年度台湾との国際交流事業が予算化されているが、詳細

と今後の展開について伺う。


